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Summary

Thearteriesin15andtheveinsin16heartsofguineapigswereobservedanatomical-
ly.

Sevenof15specimenshadleftandrightcoronaryarteries.In3specimens,in
additiontothearteries,theparaconalbranchoftheleftcoronaryartery,inorder3

specimenstheseptalbranchoftherightcoronaryarteryandinonespecimenboth
branchesoriginatedrespectivlybyseparateostiaintherightaorticsinus.Inanother
case,acommonstem oftheleftandrightcoronaryarteriesoriginatedfromtheright
aorticsinus.

Theleftcoronaryarterydividedintotheparaconalandleftcircumflexbranches,and
in8of15Specimensthecircumflexbranchcontinuedtothesubsinuosalbranch.

A stoutseptalbranchoriginatedfrom therightcoronaryarteryin9ofthe15
specimens,fromtherightaorticsinusin4specimensandfromthesinglecoronaryartery
inonecase.Inanothercase,twoseptalbranchesoriginatedfromtherightcoronary
artery.Theseseptalbranchessuppliedtheinterventricularseptumandlowerpartofthe

leftandrightventricles.
Therightcoronaryarterygaveoffasmallcircumflexbranchundertherightauricle,

andthenitenteredthewalloftherightventricle.

Therewereconstantlyfoursystemsofcardiacveins,greatecariscvein,posterior

veinoftheleftventricle,middlecardiacveinandsmallcardiacvein.However,in

additiontothesystems,in4of16Specimenstheobliqueveinoftheleftatrium,andinone
specimen,theventralcardiacveinwereobserved.

Keywords:heart,vessels,gulneaplg.

小型実験動物の心臓の血管分布に関する報告は乏

しいが､ウサギ7)やラット3,8,ll,17)､-ムスター25)では

冠状動脈から分岐した太い中隔枝が心室中隔の広範

囲に分布し､またラット8,13,17)や-ムスター13)､マウ

ス13)などの冠状動脈は心外膜面ではなく､心筋層内

を走行するといわれている｡さらにラットの心房に

は冠状動脈以外に鎖骨下動脈または内胸動脈の分岐

も分布するといわれている11,17)｡一方､静脈系では､
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家畜の大心静脈に相当する静脈はラットでは肺動脈

幹と左心房の問を上行 して右心房17)または右前大静

脈10･17,19)､左前大静脈17)などに流入するといわれて

いる｡またラットの前心静脈は一般的には家畜の場

合 と同じく右心房に流入するが､それらの中には吻

合枝で左前大静脈と連絡するもの10,17,19)や直接左前

大静脈に流入するものも存在する17)といわれている｡

このように､小型実験動物の心臓の血管系には家

畜の場合 とは異なった興味ある所見が報告されてい

るが､モルモットでは冠状動脈に関する簡単な報

告13)と､5例の心静脈に関する報告19)しかない｡そこ

で､モルモットの心臓の血管系の詳細を検討するこ

とにした｡

材料と方法

観察材料はオスまたはメスの成熟モルモット (≡

毛色)の心臓である｡動脈系は胸大動脈から合成ゴ

ムを逆行性に注入して透明標本とした13例 と､ホル

マ リン固定 ･パラフィン切片にアザン染色を施した

2例､計15例について肉眼的ならびに顕微鏡的に観

察した｡静脈系は後大静脈から合成ゴムを注入した

16例について肉眼的に観察した｡

観察結果

Ⅰ.動脈系

15例中7例には心臓に分布する動脈として左冠状

Fig.1.Diagramshowingvarioustypesofthecoronaryarteriesoftheguineaplg.
AO:aorta LC:leftcircumflexbranch PI∃:paraconalinterventricuarbranch
PT:pulmonarytrunk RC:rightcircumflexbranch SB:septalbranch



村上 :モルモットの心臓の血管分布 69

Fig.2.PhortographofarterialsysteminNeoplen
latexinjectedandclearedheart,frontal
VleW.
AO:aorta LA:leftatrium
LC:leftcircumflexbranch

PB:paraconalinterventricularbranch
PT:pulmonary trunk RA:right
atrium RC:Stem ofrightcoronary
arterybranchedofftheseptalbranch
SB:septalbranch

動脈と右冠状動脈の 2本の冠状動脈が認められた

(Fig.1､A;Fig.2)015例中3例では左 ･右冠状

動脈の他に左冠状動脈の穿円錐室間枝に相当するも

のが (Fig.1､B)､また他の3例では右冠状動脈の

中隔枝に相当するものが (Fig.1､C)､それぞれ独

立して右大動脈洞から起始していたため､これら6

例では3本の冠状動脈が認められた｡15例中1例で

は芳円錐室間枝に相当するものと中隔枝に相当する

ものがともに独立して右大静脈洞から起始していた

ため､4本の冠状動脈が認められ(Fig.1､D;Fig.

3)､残り1例では左 ･右冠状動脈の共通幹である単

一冠状動脈が右大動脈洞から起始 していた (Fig.1､

Fig.3.ArterialsysteminNeoplenlatexinjected
andclearedheart,frontalview.
AO:aorta LA:leftatrium
LC:leftcircumflexbranch

PB:paraconalinterventricular branch
originatedfromrightaorticsinus
RA:rightatrium RC:rightcoronary
artery SB:septalbranch originated
fromrightaorticsinus

E)0

今回観察したモルモット15例では､これらの冠状

動脈以外に心臓に分布する動脈は認められなかった｡

2本の冠状動脈が認められた7例で左 ･右冠状動

脈の太さを比較すると､ 6例は左冠状動脈優位型で､

1例は両者ほぼ等しい大きさであった｡

左冠状動脈は15例中10例では左大動脈洞より起始

し､左走しなから心房枝を分岐していた｡この心房

枝は心房前壁を上行し､2分岐して左 ･右心房の背

壁に分布していた｡その後､左冠状動脈は肺動脈幹

の後方で寿円錐室間枝と左回旋枝分岐していた｡15

例中4例は寺円錐室間枝が独立して右大動脈洞から､
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左回旋枝は左大動脈洞から起始していた｡残 り1例

は右大動脈洞に起始した単一冠状動脈から穿円錐室

間枝と左回旋枝が分岐しでいた｡

左冠状動脈の蓉円錐室間枝 と回旋枝を比較すると､

15例中13例は前者が後者より太く発達し､2例は両

者ほぼ同大であった｡

左冠状動脈から分岐した穿円錐室間枝は動脈円錐

の心室中隔へ 1または2本の細枝を送 りながら左心

房 と肺動脈幹の間を左走し､一方､右大動脈洞から

直接起始した芳円錐室間枝は動脈円錐の右上部の右

心室壁へ 1本の細枝を送った後､動脈円錐の心室中

隔の心内膜直下を左走しながら同部へ 1または2本

の細枝を送 り､また右大動脈洞に起始した単一冠状

動脈から分岐した芳円錐呈問枝は動脈円錐の右心室

壁外表面を左走し､いずれも薯円錐室間溝の起始部

に向っていた｡穿円錐室間溝の起始部に達した寿円

錐室間枝15例中11例は穿円錐室間溝を下走する枝 と､

その後方の左心室外表面を心尖へ向って下後走する

枝に大きく二分岐し､4例は後方への大枝を分岐す

ることなく穿円錐室間溝を下走しながら樹枝状に分

岐し､いずれも動脈円錐左部の右心室壁および左心

室側壁の左部に分布していた｡

左冠状動脈から分岐した左回旋枝は肺動脈幹と左

心房の問を芳円錐圭間枝に治って左走していた｡一

方､穿円錐室間枝が右大動脈洞から起始する例では､

左回旋枝は独立して左大動脈洞に起始し､間もなく

左 ･右心房の背壁に分布する心房枝を分岐して肺動

脈幹の後方を左走していた｡また右大動脈洞に起始

した単一冠状動脈から分岐した左回旋枝は大動脈の

右方から後方､さらに左方へ旋回し､肺動脈幹の後

方で両心房背壁-心房枝を分岐したのち左走してい

た｡これらの左回旋枝はその後､左心房の底壁や左

心室の側壁上部に分布する細枝を分岐しながら心臓

左面の冠状港内を後方へ旋回していた｡15例中8例

の左回旋枝は心臓後面の洞下室間溝の起始部で右心

一房後壁に細枝を送って洞下室間枝に移行 し､同港を

約1/3下行 して左･右心室側壁の後上部にも分布して

いた｡15例中7例の左回旋枝は洞下室間溝の起始部

近 くまで旋回していたが､洞下室間枝には移行せず､

これら7例には洞下室間枝は存在しなかった｡

右冠状動脈は15例中14例では右大動脈洞に起始し､

そのうち9例はその直後に1本､1例は2本の太い

中隔枝を分岐し､4例では中隔枝は独立して右冠状

動脈とともに右大動脈洞から起始していた｡15例中

1例では右大動脈洞に起始した単一冠状動脈から右

冠状動脈と中隔枝が分岐していた｡

右冠状動脈から2本が分岐した中隔枝は穿円錐室

間枝や左回旋枝より細く､中隔枝を分岐した後の右

冠状動脈より太いものであったが､14例の中隔枝は

左回旋枝より太く､そのうち2例の中隔枝は薯円錐

室間枝とほぼ等しい大きさであった｡これらの中隔

枝は直ちに心室中隔内に入り､その右心室腔面近 く

を下走しながら分岐して心室中隔に広 く分布してい

た (Fig.4)｡さらに15例中13例では中隔枝から左方

-分岐した分枝が心尖側1/3-1/4の穿円錐室間溝に

現れ､穿円錐室間枝と吻合したのち同港を下走し､

Fig.4.Micrographoflongitudinalsection,fron-
talview.
AO:aorta LA:leftatrium

LV:left vntricle PB:paraconal
interventricular branch PT:pulmo-
narytrunk RA:rightatrium
RC:rightcoronaryartery RV:right
ventricle SB:septalbranch
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右心室側壁の前下部や左心室側壁の前下部にも分布

していた｡また､15例中12例では中隔枝から右後方

-分岐した分枝が心尖側1/2-1/3の洞下室間溝に現

れ､洞下室間枝または左回旋枝へ吻合枝を送って同

港を下走し､左 ･右心室側壁の後下部にも分布して

いた｡

中隔枝を分岐した後の右冠状動脈は右心耳の下方

を前走しながら細い右回旋枝を分岐して右心室の前

壁に向っていた｡

右回旋枝は全例に認められたが､いずれも左回旋

枝より細い弱枝で､心臓右面の冠状溝を約1/2ないし

心臓後面の洞下室間溝近 くまで旋回して右心房の底

壁と側壁に分布していた｡洞下室間枝に移行する右

回旋枝は存在しなかった｡

右心室の前壁に達した右冠状動脈は動脈円錐右上

部の右心室壁に細枝を送ったのち右心室壁内に進入

し､その心外膜側の浅層を後下走しながら分岐して

右心室壁に分布していた (Fig.4)0

ⅠⅠ.静脈系

左前大静脈と左奇静脈は心静脈と密な関係にある

ので､先ずそれらについて述べる (Fig.5)0

今回観察したモルモット16例の全例で､左腕頭静

脈は右腕頭静脈と合流して右前大静脈を形成してい

た｡左奇静脈は16例中12例に認められた｡そのうち

6例の左奇静脈は肺動脈分岐部の左方を下走し､そ

の後､左心房背壁上を後下走して左心房後方の冠状

静脈洞に流入していた｡これら6例では左心房背壁

上の左奇静脈と左腕頭静脈を結ぶ細い左前大静脈が

Fig.5.Diagramshowingvarioustypesofleftazygousvein(LAZ),leftanteriorvenacava(LAV)and
obliqueveinoftheleftatrium(OV).
CS:coronarysinus LBC:leftbrachiocephalicvein PV:posteriorvenacava
RAV:rightanteriorvenacava RAZ:rightazygousvein
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残存していた (Fig,5､A)｡他の6例の左奇静脈は

大動脈の左方に沿って前走し､左腕頭静脈に流入し

ていたが､そのうち3例は左奇静脈と冠状静脈洞を

結ぶ細い左前大静脈が残存 し (Fig.5､B､Fig.

6)､他の3例にはそれが存在せず､それに代って左

心房背壁には左心房斜静脈が存在 していた (Fig.5､

C)016例中4例は左奇静脈を欠いていたが､そのう

ち3例には左腕頭静脈と冠状静脈洞を結ぶ細い左前

大静脈が残存し (Fig.5､D), 1例にはそれが存在

せず､左心房斜静脈が認められた (Fig.5､E)0

心静脈には大心静脈､左重複静脈､中心静脈およ

び小心静脈の4種が恒常的に認められ､16例中4例

にはその他に前述した左心房斜静脈､他の 1例には

前心静脈がそれぞれ認められた｡

大心静脈は16例中10例では最大､6例では二番目

に太い心静脈であった｡この大心静脈は16例中13例

では心尖ないし心尖側1/3の薯円錐室間溝に起始す

る1本の太い静脈であったが､3例にはその他に穿

円錐室間溝のやや後方の左心室外膜面を上行しなが

ら左心室側壁前部の細枝を集め､冠状溝に近づいて

本来の大心静脈に合流する分枝が認められた｡大心

静脈は動脈円錐左部の右心室壁および左心室側壁前

部の細枝を集めながら穿円錐室間溝を上行 し､続い

て心臓左面の冠状溝を後方へ旋回しながら左心室左

上部および左心房底壁の細枝 を集めていた (Fig.

6)｡その後､大心静脈は左心房の後方で左豊後静脈

と合流し､さらに短 く右走したのち6例は左前大静

脈､他の6例は左奇静脈､残 り4例は左心房斜静脈

と､それぞれ合流して冠状静脈洞に移行していた｡

左重複静脈は心臓左面の左心室壁の外膜面に位置

し､16例中4例では大心静脈や中心静脈と同大に大

きく発達していたが､ 7例はそれらに次いで三番目

に太く､ 5例では小心静脈と同大か､それより細い

静脈であった｡これらの左重複静脈は心臓左面の心

尖ないし心尖側1/3の左心室壁外表に起始し､左心室

側壁左部の細枝を集めながら上行し､左心房の後方

で大心静脈に合流していた (Fig.6)｡

中心静脈は16例中4例は最大､12例は大心静脈に

次いで二番目に太い心静脈であった｡これらの中心

静脈はいずれも心臓後面の心尖に起始し､左 ･右心

Fig.6.LeftlateralviewofNeoplenlatexinjected
heart.

AO:aorta CS:coronarysinus
GV:great cardiac vein LA:left
atrium LAV:rudimentaryleftante-
rlOrVenaCaVa LAZ:leftazygousvein
LBC:leftbrachiocephalicvein
MV:middlecardiacvein PT:pulmo-
narytrunk PV:posteriorveinofthe
left ＼rentricle PVC:posterior ven
CaVa

室壁後部の細枝を集めながら洞下室間借を上行して

いた (Figs.6,7)0 16例中14例の中心静脈は洞下室

間溝の起始部まで上行した後､後述するノトL､静脈と

合流し､さらに短 く上行し､そのうち11例は冠状静

脈洞口の右下方で右心房に､3例は冠状静脈洞に､

それぞれ流入していた｡16例中2例では/卜L､静脈と

合流することなく､単独で冠状静脈洞口の右下方の

右心房に流入していた｡

小心静脈は右心室前壁の細枝を集める2-4本の

小静脈で､16例中1例は左重複静脈よりやや太く､

4例は左重複静脈と同大であったが､11例は大心静

脈や中心静脈､左重複静脈などより小さかった｡こ

れらの小心静脈は後背方-向って上行し､心臓右面



村上 :モルモットの心臓の血管分布 73

Fig.7.RightlateralviewofNeoplenlatexinject-
edheart.
MV:middlecardiacvein PVC:pos-
teriorvenacava RA:rightatrium
RAV:rightanteriorvenacava
SV:smallcardiacvein

後方の冠状溝で1本に合流し､同港を心後面-旋回

していた (Fig.7)0 16例中14例の小心静脈は中心静

脈の近位部に合流し､2例は中心静脈より右方で右

心房に流入していた｡

前心静脈は16例中1例に認められた｡これは小心

静脈より小さく､動脈円錐右上部の右心室壁の細枝

を集めながら短 く上行し､冠状溝を背方-通過して

右心耳下壁に開口していた｡16例中15例では動脈円

錐右上部の右心室壁の細枝は前述した/卜L､静脈に流

入していた｡

左心房斜静脈は心静脈の中で最も小さく､16例中

4例に認められた｡この左心房斜静脈は左心房背壁

の細枝を集めながら後下走し､大心静脈と左重複静

脈の共通幹に合流して冠状静脈洞に移行していた｡

左心房斜静脈を欠く12例では､左心房背壁の細静脈

は同部を走行する左奇静脈または左前大静脈に流入

していた｡

考 察

ラットでは冠状動脈以外に鎖骨下動脈または内胸

動脈の分枝が心房に分布するのが大きな特徴といわ

れている11,17)｡今回観察したモルモットでは冠状動

脈以外に心臓に分布する動脈は認められなかった｡

モルモット15例中7例では､冠状動脈は左 ･右冠

状動脈の2本が認められた｡しかし､15例中6例で

は3本､1例では4本､他の1例では1本の冠状動

脈が認められ､モルモットでは冠状動脈の数の変異

が著しいことが分った｡過剰な冠状動脈として､右

冠状動脈の円錐枝が独立して右大動脈洞から起始す

るthirdcoronaryartery(conusartery)22)はよく知

られており､それはヒトの53.81)または51%22)､イヌ

の8114)､4020)または11%22)､マウスの31%1)､ラット

の5.40/.1)､ブタの1%22)､に認められているOその

他､3-45%のマウスで後大動脈洞から起始して心

室中隔の後上部に分布する後冠状動脈が過剰な冠状

動脈として報告されている2)｡これらのthirdcoro-

naryarteryや後冠状動脈は分布域の狭い小動脈で

ある｡今回モルモットで観察された過剰動脈はいず

れも右冠状動脈の強枝である中隔枝､または左冠状

動脈の主幹である穿円錐室間枝などに相当するもの

であり､比較解剖学上興味ある所見と考えられる｡

なお､著者が先に観察したラットでは17例中1例で

強大を中隔枝が過剰動脈として右大動脈洞から起始

していた17)0

左冠状動脈は､その芳円錐室間枝が15例中4例で

は右大動脈洞から､ 1例では単一冠状動脈から､そ

れぞれ起始するという変異を示したものもあったが､

他の10例では穿円錐室間溝の起始部近 くで同港を下

行する穿円錐室間枝と心臓左面の冠状溝を後方-旋

回する左回旋枝に分岐 していた｡このようなモル

モットの左冠状動脈の解剖学的所見の概略は､左回

旋枝を分岐することなく左心室の側壁内を下後走す

るラット8,ll,13,17)やマウス13)の左冠状動脈 とは異な

り､ヒト21,23)やウマ6,24)､ウシ4･6･12724)､ヒツジ12･24)､ヤ

ギ12,24)､ブタ5)､イヌ5･14･18･20)､ウサギ7,9)などの左冠状
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動脈に類似していた｡

ヒト21,23)やウマ24)､ブタ5)では右冠状動脈が､一

方､ウシ4,6,12,24)やヒツジ12,24)､ヤギ12･24)､イヌ5･14,18,20)

では左回旋枝が､それぞれ洞下室間枝に移行 し､ウ

サギ7･9)やラット3,8,17)､-ムスター25)､マウス13)などに

は洞下室間枝は存在しないといわれている｡今回観

察したモルモットでは15例中7例には洞下室間枝は

存在しなかったが､8例では左回旋枝が洞下室間溝

-進入し､同溝を約1/3下行 して明かな洞下室間枝を

形成していた｡

ラット8,ll,17)や-ムスター25)では左 または右冠状

動脈の第 1枝 として､またウサギ7)では寿円錐室間

枝から､それぞれ強大な中隔枝が分岐して､心室中

隔の広範囲に分布するといわれている｡モルモット

15例中9例では右冠状動脈の第1枝として､4例で

は独立して右大動脈洞から､また1例では単一冠状

動脈からそれぞれ起始した1本の中隔枝､さらに他

の 1例では右冠状動脈から分岐した2本の中隔枝が

認められた｡これらのモルモットの中隔枝は心室中

隔の広範囲に分布し､さらにそれらの分枝は心尖側

1/3-1/4の寿円錐室間溝や心尖側1/2-1/3の洞下室

間溝に現れ､両港を下行､分岐して心尖側の左右の

心室壁にも分布 していた｡このように､モルモット

の中隔枝はウサギやラット､-ムスターなどの中隔

枝よりも発達が良いといえる｡

ヒ ト21,23)､ウマ6,24)､ウ シ12･24)､ヒツ ジ12,24)､ヤ

ギ12･24)､ブタ5)､イヌ5,14･18･20)､ウサギ7)､-ムスター25)

などの右冠状動脈は冠状溝内を後方へ旋回するが､

ラット8･11,17)やマウス13)では冠状構内を旋回するこ

となく右心室壁内に進入し､同壁内を下後走すると

いわれている｡ 今回観察したモルモットの右冠状動

脈はこれら二型の中間型を示していた｡すなわち､

右冠状動脈は右心耳の下方を前走する問に､冠状構

内を後方へ旋回する細い右回旋枝を分岐し､その後､

右冠状動脈の主幹は心臓前面に現れて右心室壁内に

進入していた｡

晴乳類の心静脈には動物種差の少ない中心静脈と

左重複静脈､および種差の大きい大心静脈､小心静

脈､前心静脈､左心房斜静脈などがある19)｡

今回観察したモルモットの中心静脈と左重複静脈

の所見は他の哨乳類のそれらに類似していた｡

ラットでは大心静脈に相当する静脈は努円錐室間

溝を上行 したのち､肺動脈幹と左心房の間を通過し

て右前大静脈10･17,19)または右心房17)､左前大静脈17)

などに流入するといわれている｡今回観察したモル

モット16例の大心静脈はすでに報告されているよう

に19)ヒト23)やウマ15･19)､ウシ12)､ヒツジ12)､ヤギ12)､

ブタ5,15･19)､イヌ5･15,19)､ネコ15,19)､ウサギ19)などと同

じく､薯円錐室問溝を上行したのち､心臓左面の冠

状溝を後方-旋回し､左室後静脈と合流して冠状静

脈洞に移行 していた｡

右心室側壁の静脈を集め､冠状溝を後方-旋回す

る小心静脈はウマ19)､ウシ12,19)､ヒツジ12)､ヤギ12)､

ラット17,19)などには存在せず､モルモットにはヒ

ト16,23)やブタ5･19)､イヌ5,14･15)､ネコ19)､ウサギ19)など

と同じく存在するといわれているが､今回の観察結

果も同様であった｡

右心室側壁を上行 し､冠状溝を背方-通過して右

心房-注 ぐ前心静脈はヒト16,23)､ウマ19)､ウシ12･19)､

ヒツジ12)､ヤギ12)､ブタ5･19)､イヌ5･14,19)､ウサギ19)､

ラット17,19)などに存在 し､ネコ19)には存在しないと

いわれている｡モルモットでは5例中4例に前心静

脈が存在し､ 1例には存在しなかったと報告されて

いるが19)､今回の観察でそれが認められたのは16例

中1例のみであった｡

左心房斜静脈は左前大静脈が退化した遺残物と考

えられ16,19)､ヒト16,23)やウマ19)､イヌ14･19)､ネコ19)に

は左心房斜静脈が存在するが､左前大静脈が存在す

るウサギ19)とラット17,19)および左奇静脈が存在する

ウシ19)とブタ19)にはそれが存在しない｡先人の報告

したモルモットでは､5例中4例に左心房斜静脈､

1例に左前大静脈が認められている19)｡しかし､今回

の観察では左心房斜静脈は16例中4例に認められた

のみで､他の12例には左前大静脈が認められた｡

要 約

モルモットの心臓15例の動脈と16例の静脈を解剖

学的に検索した｡

15例lf17例には左 ･右冠状動脈が認められた｡3
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例ではその他に左冠状動脈の寿円錐室間枝､他の3

例では右冠状動脈の中隔枝､ 1例ではそれら両枝が､

それぞれ独立して右大動脈洞から起始していた｡他

の 1例では左 ･右冠状動脈の共通幹が右大動脈洞か

ら起始していた｡

左冠状動脈は薯円錐室問枝 と左回旋枝に分岐し､

15例中8例では左回旋枝が洞下室間枝に移行 してい

た｡

15例中9例では右冠状動脈､ 4例では右大動脈洞､

1例では単一冠状動脈から､それぞれ 1本の強大な

中隔枝が起始していた｡他の 1例では2本の中隔枝

が右冠状動脈から分岐していた｡これらの中隔枝は

心室中隔と左 ･右心室の下部に分布していた｡

右冠状動脈は右心耳下方で細い右回旋枝を分岐し

たのち右心室壁内に進入していた｡

心静脈には大心静脈､左室後静脈､中心静脈およ

び小心静脈の4系が恒常的に認められた｡その他､

16例中4例には左心房斜静脈､ 1例には前心静脈が

認められた｡

キーワー ド:心臓､血管､モルモット
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